
中期３か年事業計画
2021年度（73期） ～ 2023年度（75期）



中期３か年事業計画の基本方針
１．激化する競争環境への対応

・医薬品・食品・電子デバイス関連をはじめとする産業設備を中心に、バランスのとれた受注を推進する。

・技術の継承により設計・積算・施工技術の一層の向上を図る。

２．働き方改革の一層の推進

・ＤＸを推進して業務の効率化を進め、生産性と競争力の向上を図る。

・誰もが生き生きと働ける職場をつくる。

３．ＥＳＧへの取り組みの深化

・低炭素社会の実現に向けた取り組み、脱フロンに向けた取り組み、グリーン調達の取り組みを実施する。

４．環境ビジネスへの挑戦

・環境を基軸とした新たなビジネスへの取り組みを開始する。

５．海外事業の足場固め

・コロナ禍の先を見通し、既存エリアでの収益性の向上を図るとともに、新規エリアの探索を行う。
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中期３か年事業計画における成長シナリオ

技術承継のレベル
アップの必要性

～2020年度

4つの危機の顕在化

コロナ禍での
競争激化

東南アジアでの
収益性増加

実現
すること

取組事項

海外拡大の
基盤確立

- 時間軸を含めた成長シナリオ -

収益

2021年度

原点の磨きこみ
2022年度

既存分野での顧客拡大・競争力強化
2023年度

新たな提供価値の開拓

問題発見・解決
サイクルの強化

一括発注案件の増加

社内情報共有の不足

バランスの取れた受注の拡大

環境分野・新サービスへの
進出

トータルエンジニアリング・
設備ライフサイクル一貫
ソリューションの提供

環境と社会に対する
責任へのコミット

主として事業部門の仕組みづくりに
関する活動

主として事業部門の仕組の運用・改
良の取組に関する活動

凡例

誰もが生き生きと
働ける職場

品質の向上に関する取組

競争力の強化に関する取組

顧客の拡大に関する取組

ＥＳＧに関する取組

人事制度に関する取組

インフラの強化に関する取組

海外展開に向けた取組

主としてバックオフィスの仕組みづくり
に関する活動

主としてバックオフィスの仕組の運用・
改良の取組に関する活動

競争力の強化

業界に特化した
ノウハウの蓄積

顧客のさらなる
信頼獲得

受注の拡大



最終年度 2023年度（第75期） 数値目標

単体ベース 連結ベース

①総売上高 ５８０億円 ６３５億円

②経常利益 ２３億円 ２６億円

③１人あたり売上高 6,700万円

④１人あたり経常利益 265万円

⑤人員 867人
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［お問い合わせ先］
ＣＳＲ推進本部
TEL : 03-5978-2544

info_csr@techno-ryowa.co.jp


